
科目番号 25-6960 科目群 演習

授 業 名 演習（行政法）

副 題 行政法各論

担当教員 巽 智彦

種別 選択 単位数 2 年次 2･3 学期 Ａセメスター

他専攻等との合併 法学部・総合法政

演習の目的・ねらい・進め方

一般的な行政法の講義では深入りすることが難しい、個別の行政分野に関する法（行政法各論）を取り扱う。具
体的なテーマは、近年の発展が目覚ましい法制のうち、担当教員が取り組んでいるもの（行政のデジタル化、プラッ
トフォームビジネス規制、通信・放送・郵便事業の規制、金融規制など）を選ぶ予定であるが、詳細は Sセメスター
終了後に確定したい。
志望理由書には、自身の関心を具体的に記載すること。
なお、教員の主たる関心は行政法にあるが、それ以外の法分野ないし学問分野に関心のある学生の参加も歓迎する。
ただし、あくまで法学のゼミとして、現状の法規制およびその沿革、ならびにその法的な課題を正確に理解する
ことを目指す。

【詳細は追って追記する。】

履修上の注意

他学部・他研究科の学生の参加も歓迎する。

授業の構成

初回は教員からの情報提供（テーマの説明、参考文献の紹介等）および報告テーマの割り当てを行い、第２回以
降から学生の報告および討論を行う。

教科書等 〈教科書〉
使用しない。ただし、法学を専攻する者は、最新の法令集を用意す
ること。

使用言語 日本語

〈参考書〉
初回に指示する。なお、関心があるものは、下記の参考文献に目を
通しておくとよい。

【詳細は追って追記する。】

成績評価
の方法

・筆記試験を 行わない
・平常点を 考慮する 
・レポートを 課す 
・成績を 合格・不合格 で評価する

開講年度
（予定）
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